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第第６６学学年年「「家家庭庭」」学学習習指指導導案案  授業者 築地 晶子 

２月１５日（土） ４階家庭科室  １０：００～１０：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

  

１ 題材名「持続可能な社会と私」 〜お弁当作り〜  

 

２ 題材について 

 これから子どもたちが生きていく未来は、ますます持続可能な社会について考え、向き合っていくこ

とが求められる。本題材は、小学校２年間の家庭科学習を貫くものと位置付ける。自分が置かれる持続

可能な社会の中で、生活を見つめ価値観を問い直し、より良く、より自分らしく生活を更新していく姿

を目指す大題材とする。題材の集大成として、各自が決めた“家庭科”と“持続可能な社会”の両方に

関係するテーマについて、プロジェクト型活動に取り組む。これまで家庭科で考え、取り組んだこと

と、持続可能な社会に関わる自分の関心や課題意識が高いことを合わせて選択し、その課題解決を検討

する。 

一方、食領域については「一食分の食事」について考えることが、小学校家庭科の集大成である。そ

こで、大題材「持続可能な社会と私」の中に小題材「お弁当作り」を設定し、食に関する既習事項を生

かしながら、持続可能な社会に対する思いを込めた弁当の献立を立て、調理に取り組む。中学校進学後

は、昼食が弁当になる子が多く、自分で用意する機会も考えられるため、遠くない未来の自分の生活を

思い描きながら取り組むようにする。 

 

３ 学習指導計画（２時間目／全６時間） 

第1次 「お弁当作り〔計画〕」     … 本時２／３時間 

     ・献立を構成する要素やお弁当に合うおかずについて考える。 

     ・お弁当の献立について話し合い、考える。（本時） 

     ・調理計画を立てる。 

第２次 「お弁当作り〔調理実習〕」   … ２時間 

 第３次 「ふり返り」          … １時間 

 

４ 本時の学習について 

 (１）本時のねらい 

   「持続可能な社会」について学んだり、考えたりしたことを生かしながら、食品の栄養的特徴が

分かり、料理や食品を組み合わせて、栄養バランスが整ったお弁当の献立を考える。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１．お弁当の献立について、工夫するポイントを確認する。 

・栄養バランスが整っているか、３つの食品グループで確認しよう。 

２．ファミリーで話し合う。 

・卵焼きに小魚を混ぜて焼いたら、無機質を摂ることができるよ。 

・ジャーマンポテトもマッシュポテトは、調理法は違うけれど、どちらもジャ

ガイモだから、どちらか片方だけにしよう。 

・規格外野菜を使っても、細かく切ってしまえば見た目は気にならないよ。 

・どんな野菜でも作れる野菜炒めをおかずにしたらいいんじゃないかな。 

３．全体で意見交流をする。 

・私たちのファミリーは、人参をゆでてサラダにします。人参以外にも、ブロ

ッコリーやキャベツでも、同じ調理法でサラダに使います。 

・例を示すなどして、調理法や食材が重なる

と、一食分の食事として食べにくいことが想

像できるように伝える。 

・持続可能な社会に対する工夫は、発問や呼び

かけが指示的にならないようにする。 

・規格外野菜の配送サービスを紹介し、その良

さと注意点を理解できるようにする。 

・栄養バランスチェックシートを活用して、３

つの食品グループがそろっていることを確認

し、五大栄養素についても意識できるように

する。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

「持続可能な社会と私」という大題材における“プロジェクト型活動”と、その中に「一食分の食事

の工夫（栄養を考えた食事）」を位置付けることなど、持続可能な社会について考える家庭科のカリキ

ュラム・マネジメントについて、子どもの学びの様子や実態から考えたい。 

第第６６学学年年「「図図画画工工作作」」学学習習指指導導案案  授業者 堀井 武彦 

２月１５日（土） ２階アトリエ  １０：００～１０：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 題材名 アートカレンダー（鑑賞） 

 

２ 題材について 

 本学年の子どもたちは，これまで題材名「アートカレンダー」を 3 回（5 年時 1 回+6 年時 2 回）経験 

してきた。具体的な活動内容は以下の通りである。 

 本題材は，子どもたち各々の季節感と美術作品のイメージを直感で対照させること，美術作品と月令

との組みあわせを判断した理由を，形や色の特色を引用した説明文で表す鑑賞学習である。視覚情報の

イメージを言語で表現することは高度な活動であるが，カレンダーという馴染みのある表現型式を取り

入れて着想をもちやすくする手立てとした。一方で，月令と対照する季節感は，生活実感や経験値に左

右されるだけでなく,昨今の気候変動により，共有可能な季節感が不鮮明な状況なので，「未知未完の

対象をわかっていくアートメタ認知」を発揮する創造的鑑賞活動の生成を目指してきた。 

 本時では，本学年が低学年より経験してきた「共同推敲」の手法を取り入れ，月令イメージと親和性

がある美術作品の選択理由を共通了解が得られる表現になるよう高めていく場を設定した。これまで鑑

賞活動は,「直感にたよる活動に収斂してよいのか？」，「鑑賞力より言語能力が反映するのでは？」

等の二項対立構造の指摘が主流であったので,本時の活動を通して，主観と客観，言語と非言語を編み

込んだ相互生成の創造を目指したいと考えた。これによって，手続きによる情報共有ではなく，本部会

が着目する“テクスチャ（Texture）”を維持した学びの“あみ目”が見えてくることを想定した。 

 

３ 学習指導計画（１時間目／全２時間） 

第１次 2月にふさわしいアートカードをファミリー単位で選び、その理由を各自がまとめる。 …5分 

第2次 選択理由をファミリー内で紹介し合い､ミニ共同推敲を行う …8分 

第３次 学級全体で共同推敲を行い，振り返ったり，他者との違いに気付いたりする。 …27分 

 

４ 本時の学習について 

 (１））本時のねらい 

 ・月令イメージとアートカード（美術作品）の組みあわせに関する言語表現を共感的に受けとめ,自

分との違いやよさを反映させた共同推敲に取り組む。 

（２）予想される本時の展開  

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１．2 月のカレンダーにふさわしいアートカードをファミリー単位で

選び，選んだ理由を形や色の特色に着目して各自でまとめ，クラス

ルームに投稿する。 

２．投稿した説明文を各自が発表し，ミニ共同推敲を行い，ファミリ

ーの代表を選ぶ。 

３.ファミリー代表の説明文を発表し，学級全体で共同推敲を行う。 

４.本時で発表出来なかったファミリーは次時に発表し，余った時間

で任意の月に関する説明文または各自の説明文の推敲を行う。 

・アートカードを選ぶ際の対話で出されたキ

ーワードを拾うことを促す。 

 

・ここの共同推敲は対話を中心に行い，代表

を選ぶ目途をつけながら行うことを目指

す。 

・次時は，振り返りまたは応用の場とするこ

とも伝える。 

  

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

・共同推敲の活動を通して，形や色の特色に基づいた鑑賞の能力の発揮を促すことができたか？ 

1 年間の内，4 ヶ月（4 つの月）のカレンダーを作ります。図 A～D のイメージと組み合わせが相応しいと思われる月

と、その組み合わせを選んだ理由（形や色、描かれているものの特ちょうを示す）を簡単に文章にまとめましょう。 

㊟著作権の関係で画像を掲載できないことをご了承ください。 
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